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⾵評の払拭に向けては、「⾵評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略」、
「リスクコミュニケーションの分野横断的な考え⽅と各課題に係る情報発信
等施策パッケージ（追補版）」等に基づき、政府⼀丸となって取り組んでいる。 

今年度始まった「第３期復興・創⽣期間」は、復興に向けた様々な課題を解
決していく、極めて重要な期間である。先⽇は、地⽅⽀分部局の２か所、具体
的には仙台市とさいたま市において、復興再⽣⼟の利⽤が⾏われた。 

⾵評払拭についても更なる加速が必要であるため、福島の復興の現状や課
題・地域の魅⼒に加え、科学的根拠に基づいた正確で分かりやすい情報発信を
強化するとともに、復興再⽣利⽤の推進に向けた理解醸成に取り組むなど、各
省庁⼀丸となって、より効果的な施策を実施していただきたい。 

また、東⽇本⼤震災及び東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故の記憶や教訓
を将来に継承し、被災地への関⼼の維持を図ることは重要であり、これらの記
憶を⾵化させてはならない。 

⾵化が進むことにより正確な知識が失われ、その空⽩を誤解や不正確なイ
メージが埋め、結果として新たな⾵評が⽣じる可能性もあると考えられ、両者
は密接に関係する。

このため、継続的な情報発信や教育・学習機会での情報提供など、⾵化対策
も含めた⾵評対策にも努めていただきたい。 


